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夢
ふ
く
ら
む
（
新
田
原
市
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昭
和

32年
卒

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

16年

宅
地
建
物
取
引
業
自
営

25年

議
員

11
年
目
（
議
員
専
念
）

零
細
農
業
兼
業

お渥 さ及がよでた 光か教社 ま向 い 神 自 来 が 福 財 の 充 く ま り 齢備のさあ円百 生名平を言組革
祈美終のび一つあ‘忘ネす育会少すか合まが治る出祉政姿分三な地ま者‘三らり、愈二新な実成果えんが田 3 
り農わ源土 円 て り 歴 れ ッ ＾ を全子゜う併す地へ事来需状がと位紆方す対企大な 十田りと十たるで必原改の, l 
申高り泉地と築ま史て卜半導体 化 先と °域とはる要況見は一余の゜策 業 イ る 恵 と 億 原 ま も 七 し 平 ま 要 町 革 に 民 バ
しなにで改なかす‘なを島入で対 のは 社繋地こがやえ言体曲時 ‘誘ン継ま長余市すに年‘成いとで. 0 需 ル
上 ら同あ良つれ ゜文ら のへ育策 大 十 会が域と見進てぇ改折代 環致フ続れ崎-は° 半十紆のり）ムは税＾主化
げび窓り事てた関化なな良渥てと き＼ をるでは込展きな革をと 境‘ラ発た県‘日 島月余大ま域財制規導を
ま~~ ムま 業実‘係‘いどさ美るし
す。薪員すは施臨者教のなを農-て

な二 再もす自ますたいな経呼 問農整展財にエ本 は 一^ 曲合 し行政改制の乗
夢 十 生のるられる゜まどてば 題業備に政匹業一 一日折併た政が革改経り

田の° 光し海の育はど再高',-.._ を年 すで‘がる高国での国れ なの‘は状敵生の つにいに゜に豊・革済切
原皆 輝たの英‘‘一発-教子 見 後 るあこす今齢をも施のて ど後農‘況す産農 のはたはそはか歳．成る
市様 き豊企知数先例見豊育 供 る評 鍵りれる日化は地策方以 課継業水にる額業 新渥し中し積な出金長基
のの 今川業と多人で手かはは こ価 でそこ‘‘社じ域をで来 題者基‘あ財＾生 田美ま心て極今改融を盤
ごご 日用‘ごくのあ作な中国 とさ あうそ地市会め自打も‘ も ‘ 盤 道 り 政 ー 産 原町し的国的日竺シ確を
発健 の水東理の築りり自高 の でれ るしが域民にと治ちよさ 多少の路ま基・高 市とたな策にこ ス実つ
展勝 豊事三解事かまで然一宝 ある とた住で自伴す本出うま く子再‘す盤八へ の合が役と取そ テなく
をと か業河に業れす観生貰 ‘ り‘ 思精民出らうる来しやざ あ高整港 ゜が兆七 誕匪‘割もり改 ムもる
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挨高さの地 お範ど実農きの切わ 育代動ま農急な逆 す十業まが温い町根は え 礼地こ農間し年
拶校ん理域どりとんに業は二でれ昨のできす業速りの社゜％・しあ室た高町水ばさ申域の業はた間私
とへの想文うますな両の‘宮ある今成 す が ゜ に な ま 発 会 余施たちゃこ木高田‘てしの紙教私゜のは
い のご郷化かすれこ者道天尊るよ‘果° 普国お情し想の へ 設 ゜ ら 大 と 地 松 の国‘上方面員にと教‘
たご 活とを農 ゜ばとがと 地 徳 か う → がし段際い報たで動 と園ここ型を区付な道昭げ々をととり員本
し支躍な大業 ‘で双いの翁がに食期たの化て化 ゜考き 減 芸 の ち 畜 思 に 近 か二和まの借しつわ生年
ま援をる切の 間 も 方 う 道 は 問 ‘ 育待が生のもが食えも 少科間ら舎いははに五 五 す ご り て て け 活 三
すを析よに振 違‘と四‘→わ農← さっ活時例進料る右 し生‘にが出菓露養九十 ゜支ま大‘渥を月
゜ぉるうし典 いこもつ親但れ業と れてに代外みのこ肩 ‘徒農見でした地豚号三 援し変人美終末
願と願‘に はのにの子の始・かま母すでで‘多と上 今の業らき まば畑団線年 にて幸生農え日
い共い渥力 な四完道の中め林ー内校ぐもはそくがが 後六自れ‘すこが地 沿頃 心同ぜそ高るを
しに ‘ 美 を いつ全だ道でて業環 のにあなのが必り が十営る一゜が広が いの よ窓なのでこも
‘‘同の発 ← のな 0'法いが境 国影りく利輸要の 気五予よ方今栽があの こ り 会 と も の と つ

退渥窓地揮 と法道こ夫則まい← 際響‘な用入な経 掛％定うでで培りり杉の 感のきの二にて
職 美 生 が さ 言則での婦 とすかと 交す世つ範さ時済 かか者に休はさ‘‘ 山 地 謝皆でで十な三
の農の文れ つをあ道のす °にか 流る界て囲れ代が りらはな耕施れ渥赤地と し 様 し あ 七 り 十
ご 業皆化‘ て規るは道べか大言 教時のいは‘に‘ で四農り地設て美羽 区 い 御やたり年ま七

中村 勝

農
業
発
展
と
渥
美
農
高

同
窓
会
の
活
躍
を
祈
る
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平成16年度決算報告

第10号

収入済額

支出済額

差引残

［収入の部】

1,024,758円【支出の部】

952,213円

90,545円

（単位：円）

項目 予算額 決算額 比較贈放 摘 要

繰越金 92,750 92,750 

゜入会金 950,000 950,000 1゚90名x5.000円

寄付金 230 

゜
△ 230 

雑収入 20 8 △ 12 預金利息、

合計 1,043,000 1,042,758 △ 242 

（単位：円）

総会費

項目 罪予算 鱈贈滅：閏:支翡韓残額摘要ld4-d三門I会議費

―
―
一
月
一
日

―
―
一
月
一
日

10,000 6,088 3,912 

役員会議費

事務局費

事務月品費

通信費

事務局
会議黄

事業費

特別事業費

竺
綱
40,000: 

40,000 

10,000 

12,000 

20,000 

25,000 

△ 10,000 

5,000 

550,0001△ 210,000 

100,0001△ 100,000 

［平成16年度会計監査報告l

過日、平成16年度末までの会計

監査を実施致しました結果、関係

諸帳簿及び領収書等よく整備され

ており通帳等との残高照合したと

ころ、適切に処理されていたので

御報告致します。

平成17年5月20日

監事 三竹

佐野

正二

洋一

42,000 

110,000: 

65,000 

30,000 

41,785 2151 6回

104,489 

62,529 

29,960 

12,000 

35 。， 
5
 

28 
暉
且

340

5,511 

2471 パソコン

' ~ 
40総会案内

3,0001 1回

54,965 

伺窓会会報 200,0001 △ 50,000 150,000 141,835 8,1651、ハ
発行、送
材含む

支部 ・OB
育成費

卒業記念
品 代

積立金

基本金
積立金

特別事業
積立金

100,000 

150,000' 

300,000 

100,000 

200,000 

△ 60,000 

190,000 

190,000 

40,000 13,000 

~ 490,000 490,000 

01三
390,000 390,000 

27,000111回生

19,800 

慶弔費

予備費

50,000 

13,000 

△ 2,000 

△ 10,000 
~16 
3,000, 
~ 

ol 3.ooo 

合計 1,043,000 o I 1,043,0001 952,213 90,787 

（豊橋）

（戦橋）

（田原）

用務嘱託員 任用教諭臨時~J 期1限講師寸 期付教諭限 期付教諭限 主査再任用教諭再任用教諭教諭教諭教諭 教諭 教諭 教諭教諭校長 職

名

近原小神河近石山榊宮滝中柴伊嘉細
藤田埜谷合藤黒本原本澤島田藤陽井 氏

佐 茂
義奈俊行洋真勝 範 成章登充和直 名
之枝郎彦枝澄大勝恵憲人雄子良子樹

橋校豊工業高校本成校章甜 新任 新任 郡校蒲高 成校章高 成幸嚢赤羽根校舎 橋校豊扁枚一宮商業品橋校豊束高
削‘’ 

任

校

事業計画

託用務嘱且 付期講限師 付論期教限査王‘教諭教諭 教諭 教諭 教諭喜

田佐北久本荻加鈴木冨
氏中々澤野多野子 田

木
宏明誠克正英 得雅 名
昌子司子樹代勇正子

橋豊養護学校豊高校田橋南校豊高 豊橋菜校尚高 新城校高 福校江高
転

出

校

ニ年ー年六年年四三年五年八年七年年四! 

事
業
報
告

平
成
十
六
年
度

平

成

十

六

年

四

月

十

三

日

学

校

職

員

歓

送

迎

会

四
月
十
九
日

1

第
七
回
姉
妹
校
派
遣
研
修

三

十

日

十

名

（

内

生

徒

八

名

）

五
月
七

□

役

員

会

二

十

二

日

定

期

総

会

八

月

十

日

同

窓

会

会

報

発

行

（

第

九

号

）

九
月
十
四
日
＼
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

(
W
e
C
)

二

十

二

日

研

修

生

受

け

入

れ

十

月

一

日

体

育

大

会

参

観

十

一

月

十

三

日

農

高

祭

参

観

平

成

十

七

年

二
月
二
十
八
日

同

窓

会

入

会

式

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学

校
農
業
後
継
者
育
成
基
金
表

彰
式
な
ら
び
に
記
念
品
授
与

式第
五
十
四
回
卒
業
証
書
授
与

式

参

列

平
成
十
七
年
度

平

成

十

七

年

四

月

十

五

日

学

校

職

員

歓

送

迎

会

五

月

二

十

日

役

員

会

五

月

二

十

九

日

理

事

会

・

定

期

総

会

五

月

三

十

日

＼

第

八

回

姉

妹

校

派

遣

研

修

六

月

十

日

十

二

名

（

内

生

徒

十

名

）

八

月

八

日

同

窓

会

会

報

発

行

（

第

十

号

）

九

月

三

十

日

休

育

大

会

参

観

十

一

月

十

二

日

農

高

祭

参

観

十
一
月
十
六
日
＼
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

(
W
e
C
)

二

十

二

日

研

修

生

受

け

入

れ

平

成

十

八

年

二
月
二
十
八
日

同

窓

会

入

会

式

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学

校
農
業
後
継
者
育
成
基
金
表

彰
式
な
ら
び
に
記
念
品
授
与

式役

員

会

第
五
十
五
回
卒
業
証
書
授
与

式

参

列

本
会
役
員
（
平
成
十
七
年
度
）

会

長

河

邊

勝

己

七

回

卒

副

会

長

大

澤

克

義

十

五

回

卒

ク

高

柳

と

よ

子

十

四

回

卒

ク

河

合

恭

弘

十

二

回

卒
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転
任
の
先
生

着
任
の
先
生

退
職
の
先
生

職

名

贋鷹教諭

在
熾
年
数

二
十
七
年

三
十
三
年

十

一
年

,~~~~~I 

~ 迄ゾce>Ceiヽ◎廼ゾ容）~逗ゾ0~逗ゾ0~

生
活
科
学
科

職
貝
（
教
諭
）

三

研

修

日

程

と

内

容

五
月
三
十
日
（
月
）
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向
け
出
発

六
時
三
十
分
に
豊
橋
駅
へ
集
合
し
、
品
川
経
由

で
成
田
空
湛
へ

。
夕
方
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
到
着

後
、
姉
妹
校
職
員
の
案
内
で
ホ
テ
ル
ヘ

゜

五
月
三
十
＿
日
（
火
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ホ
テ
ル
よ
り
ウ
ー
ス
フ
ェ
イ
ス
ト
校
へ
移
動
し

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。
午
後
は
牧
場
見
学
、
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
、
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
う
。

六
月
＿
日
（
水
）
ペ
ア
学
習
開
始
ウ
ー
ス
フ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

午
前
は
フ
ロ
ー
ラ
で
花
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
を

見
学
し
、
午
後
は
デ
ル
フ
ト
市
内
見
学
を
行
う
。

六
月
二
日
（
木
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
に
て
水
質
調
査
、
木
工
製
作
、

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

製
作
し
、
夕
方
ボ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
。

六
月
三
日
（
金
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

温
室
見
学
及
び
作
業
、
運
河
か
ら
湖
ヘ
ボ
ー
ト

で
周
遊
を
し
た
後
、
自
然
保
護
地
区
の
散
策
。

六
月
四
日
（
土
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

終
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
市
内
見
学
。
中
華
街
、

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
家
、
ア
ン
ネ
フ
ラ
ン
ク
の
家

な
ど
を
見
学
す
る
。

六
月
五
日
（
日
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

そ
れ
ぞ
れ
？
琢
族
と
過
ご
す
。

六
月
六
日
（
月
）

午
前
中

E
uに
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
午
後

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
と
パ
ー
テ
ィ
ー
。

パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
ホ
テ
ル
ヘ
向
か
う
。

六
月
七
日
（
火
）

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ヘ
バ
ス
で
移
動
し
、
市
内
見
学

を
行
う
。

（
グ
ラ
ン
・
プ
ラ
ス
、
市
庁
舎
、
小

便
小
僧
な
ど
を
見
学
）

六
月
八
日
（
水
）

ゲ
ン
ト
・
フ
ル
ー
ジ
ュ
市
内
見
学
を
行
う
。

（フ

ラ
ン
ド
ル
伯
爵
城
・
聖
バ
ー
フ
大
聖
堂
・
マ
ル

ク
ト
・
聖
母
教
会
な
ど
を
見
学
）

六
月
九
日
（
木
）

オ
ラ
ン
ダ
南
部
の
沿
岸
部
の
施
設
（
ダ
ム
・
博

物
館
）
を
経
て
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
へ
向
か
う

二
十
時
十
五
分
発
の

J
L
4
1
2
便
で
成

lfl
へ
。

六
月
十
日
（
金
）

十
四
時
一二
十
分
成
田
着
、
十
九
時
十
二
分
聘
橋

駅
に
到
着
。

四

お

わ

り

に

第
八
皿
目
の
オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遣
研
修
も
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
異
文
化
の

中
で
、
何
か
を
掴
も
う
と
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
積
極

的
に
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
彼
ら
が
得
た
も

の
は
将
来
必
ず
何
か
の
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
研
修
を
終
え
て

施
設
園
装
科

2
年

西

川

和

男

今
回
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、

僕
が
十
六
年
間
生
き
て
き
た
中
で
最
も
大
き
な
出
来
事

で
あ
り
、
最
も
強
く
望
ん
だ
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
オ

ラ
ン
ダ
で
の
十
二
日
間
は
と
て
も
早
く
過
ぎ
て
い
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
て
お
り
、
自
分
に

と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
十
二
日
間
で
し
た
。

出
発
日
、
同
窓
会
長
さ
ん
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
た

く
さ
ん
の
先
生
方
が
お
見
え
に
な
り
、
温
か
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
幹
線
、
飛
行
機
と
十
―
一
時
間

の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
到
着
。
初
日
は
ホ
テ

ル
に
泊
ま
り
、
明
日
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
言
葉
の
違

い
と
い
う
問
題
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
を
学
ぽ
う
と
思
っ
て
お
り
、
そ

食
品
化
学
科

施
設
固
芸
科

二
年

二
年

中未教宇絵治充和正一
島来予宙美彦洋男隆世亮

塁

副
会
長

ん‘クんク

監

事ん

特
別
顧
問

小
野
田
峰
子
十
四
回
卒
（
田
原
）

鈴

木

達

司

十

六

回

卒

（

赤

羽

根

）

渡
邊
は
る
み
十
四
回
卒
（
赤
羽
根
）

粕

谷

政

行

―
―十
五
回
卒
（
渥
美
）

荒
木
ひ
ろ
ゑ
十
六
回
卒
（
渥
美
）

高

橋

講

治

―

―

十

回

卒

八

木

良

尚

―

―十

一
回
卒

鈴

木

守

六

回

卒

（

前

同

窓

会

長

）

一

期

日

平
成
十
七
年
万
月
三
十

R
団
＼
六
月
十
日
②

ニ

派

遣

団

員

生

徒

農

業

科

河二三
合年年
康
則弓矢本寺坂神西木菅斎

取内橋田本谷川村沼藤

二
年

A
第
亀八

七
月
九
日

農
業
鑑
定
競
技
会
県
大
会

（半
田
農
業
高
校
）

施
設
園
芸
科
の
部

最
優
秀

生
活
科
学
科
の
部

ハ
月
＝
＿
日

校
内
意
見
発
表
会

最
優
秀

優
秀

優
秀

優
秀

c
 河
合

翔
太

三二三三
BECA 

大河河伴
場合合

ゅ
洋う翔英
毅か太之

E

鈴

木

景

子

D

本

田

哲

也

c
 

A 

平
団
十
1
J
年
度

れ
ほ
ど
ま
で
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
初
日
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
「
何
も
心
配
す

る
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
。
何
で
も
言
っ
て
ね
。
」
と

優
し
く
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
と
て
も
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
緊
張
も
と
け
て
い
き
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
親
切
で
し
た
。

ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
続
け
る
間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
と
て
も
親
密
に
な
り
ま
し
た
。

ホ

ー
ム
ス
テ
イ
初
日
は
、
友
達
と
は
な
れ
て

一
人
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に
大
き
な
不
安
と
孤
独
感
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
が
し
た
い
と
思
う
く
ら
い
で
す
。
は
じ
め
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
が
嫌
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く

思
い
ま
す
。
本
当
に
楽
し
く
あ
っ
と
い
う
ま
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
し
た
。

僕
が
こ
の
十
二
日
間
で
得
た
こ
と
は
数
え
切
れ
ま

せ
ん

。
そ
れ
と
オ
ラ
ン
ダ
と
い
う
国
、
オ
ラ
ン
ダ
の

人
を
僕
は
日
本
と
同
じ
く
ら
い
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

絶
対
に
も
う
一
度
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

こ
の
オ
ラ
ン
ダ
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
一
生

の
宝
物
で
す
。

こ
の
よ

っ
た
方
に
感
謝
し
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
派
遣
に
行
っ
て

食
品
化
学
科

2
年

本

橋

宇

宙

今
ま
で
生
ぎ
て
き
た
中
で

一
番
忘
れ
る
事
の
で
き

な
い
十
二
日
間
を
、
今
匝
の
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
で
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の

一
番

最

初

に
感
想
は
空
が
広
い
と
い
う
事
で
し
た
。
山
が

一
っ

も
な
く
本
当
に
大
き
く
感
じ
ま
し
た
。

初
め
て
パ
ー
ト
ナ
ー
に
会
っ
た
時
、
本
当
に
や
っ

て
い
け
る
の
か
な
ぁ
、

言
葉
は
う
ま
く
通
じ
る
の
か

な
ぁ
と
不
安
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

も

一
時
間
、

二
時
間
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
う
ち
に
不

安
が
じ
ょ
じ
ょ
に
き
え
て
い
き
ま
し
た
。
一

番

心

配

だ
っ
た
言
葉
の
面
で
も
、
て
い
ね
い
に
ゆ
っ
く
り
話

し
て
く
れ
、
ま
た
身
振
り
手
振
り
で
親
切
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ご
家
族
も
大
変

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
約
一
週
間
の
ス
テ
イ
で
何
不
自
由

な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
町
を
歩
い
て
み
る
だ
け
で
も
、
家
や
道
と
い

っ
た
普
通
の
も
の
が
す
べ
て
め
ず
ら
し
く
、
び
っ
く

り
．
ご
べ
り
感
動
し
た
り
の
連
薙
で
し
た
。

十

一
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
日
本
に
来
ま
す
が
、
オ

ラ
ン
ダ
で
た
く
さ
ん
の
も
の
を
見
さ
せ
て
も
ら
い
、

ま
た
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
向
こ
う
が
日

本
を
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
度
は
ホ
ス
ト
と

し
て
し
つ
か
り
仕
事
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。

五
月
二
十
五
日

校
内
農
業
鑑
定
競
技
会

農
業
科
の
部最

優
秀

施
設
園
芸
科
の
部

最
優
秀

食
品
化
学
科
の
部

最
優
秀

生
活
科
学
科
の
部

最
優
秀

大
林
ひ
と
み

河
合

翔
太

六
月
十
八
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
県
大
会
食
料
区
分

（安
城
農
林
高
校
）

温
室
野
菜
専
攻

最
優
秀

六
月
一
＿
十
二
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
県
大
会

環
境
区
分

（
本
校
）

優

秀

農

業

機

械

部

•

―
-B

河
合
将
司
他
八
名

八
月
十
六
日

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

食

料

区

分

最

優

秀

温

室

野

莱

専

攻

二
E

河

合

ゆ

う

か

三

C

河

合

翔

太

三

c
鈴

木

仁

―

―

-
C

太

田

憲

吾

三
C

大

場

勇

輝

三

E

朽

木

佳

澄

三

A

熊

倉

大

真

―
-B

大

羽

勝

仁

ニ
C

西

山

貴

則

―

C

木

村

正

隆

八
月
二
十
五
日

東
海
地
域
高
等
学
校
エ
コ
カ
ー
レ
ー
ス
総
合
大
会

燃
料
電
池
部
門

三

位

農

業

機

械

部

十
月
八
・
九
日

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
神
奈
川
県
）

農
業
鑑
定
競
技

農
業
科
の
部出

場

三

A

大

羽

美

穂

施
設
園
芸
科
の
部

出
場

三

B

河

合

将

司

出

場

三

B

杉

原

康

文

生
活
科
学
科
の
部

出
場

三

E

鈴

木

景

子

出
場

二
E

鈴

木

弥

生

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

発

表

食

料

区

分

出

場

二
E

河
合
ゆ
う
か
―
―

-C

河

合

翔

太

三

c
鈴

木

仁

――
-C

太

田

憲

吾

三

c
人
場
勇
輝
―
―

-E

朽

木

佳

澄

三

A

熊

倉

大

真

二

C

西

山

貴

則

-
C

木

村

花

隆

一

C

西

川

和

男

十
月
二
十
六
日

家
畜
審
査
競
技
会
県
大
会

（
愛
知
県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
）

種
豚
の
部

優
秀

乳
牛
の
部

優
秀

十
一
月
二
日

校
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

最
優
秀
温
室
野
菜
専
攻
（
メ
ロ
ン
）

優

秀

環

境

科

学

専

攻

優

秀

農

業

機

械

部

優

秀

ハ

ウ

ス

野

菜

専

攻

十
一
月
二
十
四
日

校
内
農
業
鑑
定
競
技
会

幽
辰
業
科
の
部最

優
秀

施
設
園
芸
科
の
部

最
優
秀

食
品
化
学
科
の
部

最
優
秀

生
活
科
学
科
の
部

最
優
秀

二
E

鈴

木

弥

生

--

陸
上
競
技
部
活
動
成
績

五
月
＿
・
ニ
日

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
三
河
予
選
会

1

0

O

M

2

位

―

―-C

鈴

木

隆

太

2

O

O

M

3

位

―

―-C

鈴

木

隆

太

や
り
投

2
位

―

―-B

浅

野

大

ハ
ン
マ
ー
投
優
勝

二

B

鈴

木

義

康

六
月
十
ニ
・
十
三
日

東
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

1
0
O
M

優
勝

三

c
鈴

木

隆

太

2

O

O

M

2

位

三

c
鈴

木

隆

太

や
り
投

3
位

二

B

河

邊

遼

ハ
ン
マ
ー
投
優
勝

二

B

鈴

木

義

康

七
月
二
十
五
日

東
＿
―
-
河
高
等
学
校
一
年
生
大
会

走
高
跳

3
位

一
A

鈴

木

彰

人

や
り
投

3
位

―

A

鈴

木

彰

人

砲
丸
投

3
位

一

B

川
口
真
由
佳

や
り
投

2
位

―
E

鈴
木
小
百
合

九
月
四
•
五
日

東
三
河
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

1
1
O
M
H

優
勝

二
A

渡
辺

砲
丸
投

3
位

二
A

丹

や

り

投

優

勝

二
B

河
追

2
位

二

B

鈴
木

2
位

二
B

鈴
木

2
位

二
E

大
場

ハ
ン
マ
ー
投

や
り
投

十
月
十
日

全
三
河
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

1
5
 
0

0

 
M

3

位

三
A

や
り
投

2
位

二
B

優
秀

――
-
A
 

三

B
―-
D
 

A A 

大
羽

河
合

内
柴

美
穂

清
水

河
遥

山
田

石
橋

晶 充義義孝弘
里康康遼充恭

将
司

澄
人

達
彦

孝
仁

二
E

鈴

木

弥

生
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十
云
E
七
日

第

11
回
全
三
河
大
会

準
優
勝

敢
闘
賞

康
文

二
B

彦

坂

俊

明

準
優
勝

卓
球
部
活
動
成
績

四
月
十
八
日

第

37
回
全
＿

l

＿
河
新
人
卓
球
大
会

一
般
男
子
の
部

3
位

三

B

榎
本

四
月
二
十
五
日

第

28回
三
遠
新
人
卓
球
大
会

．
般
男
子
の
部
準
優
勝

三

B

榎
本

五
月
三
•
四
日

高
校
総
体
卓
球
競
技
東
三
河
予
選
会

男

子

団

体

準

優

勝

シ

ン

グ

ル

ス

準

優

勝

ダ

ブ

ル

ス

準

優

勝

八
月
＿
日

第

40
回
全
三
河
卓
球
大
会
（
個
人
）

高
校
男
子
の
部

3
位

三

B

榎
本

八
月
六
・
七
日

東
三
河
地
区
高
等
学
校
卓
球
選
手
権
大
会

男

子

団

体

準

優

勝

男
子
団
体

2
部

3
位

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

5
位

5
位

八
月
二
十
五
日

第

57回
愛
知
県
高
等
学
校
卓
球
リ
ー
グ

男
子

5
部

優

勝

(
4
部
昇
格
）

――
-B

榎

本

友

樹

三

C

中
島

ニ
A

伊

藤

修

平

二

B

鈴
木

ニ

C

冨

田

啓

仁

二
D

船
井

-
C

岡

本

悠

佑

―

D

高
橋

十
一
月
三
日

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
卓
球
競
技
東
三
河
予
選
会

男
子
団
体

3
位
（
県
大
会
ベ
ス
ト

16)

柔
道
部
活
動
成
績

七
月
二
十
七
日

東
三
河
高
校
体
童
別
柔
道
大
会

男
子

90kg級

3
位

二

D

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
活
動
成
績

四
月
二
十
四
・
ニ
十
五
日

忘
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

東
三
河
支
部
予
選
会

十
一
月
七
日

東
三
河
高
等
学
校
＿
年
生
大
会

男
子
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝-

C
 

-
C
 

鈴
木

九
月
二
十
五
日

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

東
三
河
支
部
予
選

男
子
団
体

6
位
（
県
大
会
ベ
ス
ト

8
)

男
子
ダ
ブ
ル
ス

9
位

二

B

鐘

ヶ

江

亮

-
C

渡

会

倫

也

野
球
部
活
動
成
績

八
月
二
十
九
日

第

57回
愛
知
県
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会東

一
＿
＿
河
大
会

剣
道
部
活
動
成
績

十
一
月
六
日

新
人
体
育
大
会
剣
道
競
技
東
一
＿
＿
河
支
部
予
選
会

女
子
個
人

5
位

―

D

楠
野
由
季
奈

5
位

―

D

清

水

花

梨

写
頁
部
活
動
成
績

第

17
回
束
三
河
支
部
高
校
生
の
写
真
展

奨
励
賞

三

c
杉
原

そ
の
他
の
表
彰

一
、
愛
知
県
専
門
高
等
学
校
生
徒
作
文

最
優
秀
―
―

-C

河

合

翔

太

二
、
第

15
回
伊
藤
園
お
ー
い
お
茶
新
俳
句
大
賞

佳

作

―
―-D

江

崎

麻

由

二
D

八

木

洋

美

男
子
団
体

4
位

団
体
ダ
ブ
ル
ス

9
位

小

松
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